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Abstracts:ThispaperlnVeStlgateSSixUiguradministrativeordersfordeliverybroughtfromtheTurfanreglOn.

Onthesixorderswefindthatseveralofficialsealsandpersonalnamesappearmorethanonce.Itisclearthat

theordersfordeliverywereissuedfromaslnglegroupofofficialstoacertaingroupofUigurinhabitants.We

maycalltheseordersfordelliverythe"Yal'l'n-texts"afteroneofthepersonalnamesthatappearsfrequently.

Moreover,onthebasisofthedatingstatementontwooftheorders,theauthorhasdeteminedthatthesixorders

aremostprobablyfromtheearlyfourteenthcentury.IncomparisonwiththeseventeenUiguradministrative

ordersfordeliverylSSuedunderCayatai-ulusinthemid-fourteenthcentury,theauthorconcludesthatthesystem

ofadministrationwi仙nwhichtheordersfわrdeliveryfunctionedwasalmostunchangedthroughthefわurteenth

century.FinallytheRomanizedtextswhicharethebasisforaboveargumentarepresentedwithfullyannotated

Japanesetranslationandphoto-reproductions.

はじめに

トウルフアン盆地を中心とする東 トルキスタンから発掘将来されたいわゆる古ウイグル語文書の

なかには,供出命令文書すなわち物件 (金銭 ･人的労働力をも含む)の供出を命令する公文書が多

数存在する.これらウイグル文供出命令文書が,13- 14世紀のモンゴル支配下でのウイグリスタ

ン (pers.Uy豆白rist豆n.｢ウイグルの地｣を意味し.トウルフアン盆地を中心とする東部天山地方をさす)

の歴史研究において重要な史料となることは,すでに拙稿 [松井 1998a;松井 1998b;松井 2002]で明

らかにしてきた通りである.

ウイグル文供出命令文書の歴史学的利用のためには,年代比定および文献学的テキスト校訂が重要

な基礎作業となる.筆者はかねてから世界各国に所蔵されるウイグル文供出命令文書のテキスト集成･

校訂作業を進めている 1̀'.その過程で,筆者は,本稿で扱う6件のウイグル文供出命令文書が,い

ずれも14世紀初頭に年代比定され,また作成者 ･発行責任者や作成時期といった歴史的背景を共通

にしており,｢ヤリン文書｣と総称し得るものであることを発見した.14世紀以降のウイグリスタン

に関する情報がベルシア語 ･漢文の編纂史料群には乏しく,また個々のウイグル文書に残された情報

がきわめて断片的 ･孤立的であることがウイグル文書の歴史学的利用を困難にしてきた点を考慮する

'1'cf.Berlin-BrandenburgischeAkademiederWissenschaften(ed.),TuTfanforschung,Berlin,2002,p.16.
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と,当該のウイグル文供出命令文書6件の史料的価値は大きいといえる.

そこで本稿では,これらの文書の歴史的背景について基礎的な考察を行なうとともに,校訂テキス

ト･訳註 ･写真複製を提示して史料的利用の条件を整えることとする 2̀'.

1 .ヤリン文書

まず,本稿で扱う6件の供出命令文書 (TextsA-F)が共通の歴史的背景を有することを論証する.

TextsA･Fのうち,TextsA,tlはいずれも'1'tyTlyanabi蓋ineayygrmika｢犬年再 (-閏)五月二十E]に｣

という同一の年月日記載をもつ.また供出命令によって便宜を供与される公権力者 '3'である万戸

長 (tiimannoy'1-n<mO.ttimennoyan)･ビュリュンギュティ (BOr血giit溢y)･キタイ-ダルガ (Q'l'taytaruYa)

や,供出負担者となるヤリン (YalTn)･オグリュンチ (Ogr血e)･ブルハン-オグリ(Burxanl0rl'l')ら,

文書に登場する人物も完全に一致する.以上の点から,TextsA,tlが共通の歴史的背景のもとで発行

されたことは明白である.

次に,TextsC-Eの3件には,計3種類の印章が共通して捺されている.以下に図示しつつ説明する.

印章A:印文は纂字の可能性もあるが不明.縦 1.7-1.8x横 1.6cmのほぼ方形.

印章B:印面は図像学的.縦 1.2-1.3x横 1.9cm.TextsC-EのうちではTextCのみにみえる.

印章⊂:印文は漢字で ｢劉記｣(｢劉｣は俗字 ｢則｣)と解読できる.縦 2.3x横 1.4-1.5cm.常に
90度左回転されて捺される.

印章層 印章B匿国 印澗
この3種類のEIl章のうち,印章AはTextsCIEのすべてに (ただしTextCでは90度左回転され

て)捺されている.また印章CもTextsD,Eの両方にみえ,印章Aに続けて捺されている.従って

TextsC-Eの3件は同一の公権力者によって作成 ･発行されたものと考えられる.またTextsC,D

には,いずれもケルシン(Karsin)･ヤリン(Yal'lln)という人物が供出負担者として一緒に登場し,

TextEでも供出負担者としてケルシンを推補し得る [語註E2b参照].以上の点からTextsC-Eの3

件も,捺印着 (すなわち文書発行に関わる公権力者)や供出負担者など,歴史的背景を同じくして作

成 ･発行されたものといえる.

さらにTextFにも供出負担者としてケルシンが現れ またヤリンを推補できる.TextFには印鑑

'2'本稿におけるウイグル語転写は翻字と標準的発音表記とを折衷したsUK2の方式におおむね準拠し,その他の

諸言語については慣用の方式に従う.原文書の破損映落や和訳に関しては拙稿[松井 1998b,p.13]の凡例に従う.
なお,貴重な史料の公刊を許可されたベルリン-ブランデンブルク科学アカデミー (BBAW)および国立ベルリ

ン-インド美術館 (MIK)に深甚の謝意を表する.

i-"モンゴル時代ウイグリスタンの公権力者層については梅村 [1977]の所論を参照.
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が残されていないので断定はできないものの,彼らもTextC,Dにみえるケルシン･ヤリンと同一人

物であり,従ってTextFもTextsC-Eと歴史的背景を共通にする可能性が高いと筆者は考える.

さてTextsA-Fについて,上記3種類の印章の有無,またケルシン･ヤリンという2名の供出負

担者の有無を整理すると,右表のようになる.

ここで注目すべきは,TextCに捺されている

印章BがTextAにも捺されていることであ

る (ただし,印鑑の向きはTextCとは180度

回転している).つまり,この印章Bによって

TextsA,BとTextsCIFとを結びつけることが

可能となる.従ってTextsA,Bに供出負担者と

Text 印章A 印章8 印章 ⊂ K盆rsin Ya]-I'n

A ○ ○

B ○

C ○ ○ ○ ○

D ○ ○ ○ ○

E ○ ○ △

F ○ ○

して現れるヤリンという人物も,TextsC,D,Fにケルシンとともに現れる者と同一人物とみなすこと

ができる.また,文書の料紙 ･作成過程にも注目すると,TextsA-Eの5件はいずれも漢文仏典の紙

背を二次利用している点で共通する.

なお,これらの文書のうち,出土地番号 (TIIT1330)をもつ TextCはトヨク (Toyoq)遺跡出土,

TextF(TIα)は高昌故城内の寺院虻α[Gr血wedel1905,fig.56]出土であることが判明し,またTextA

(TM70)はもっぱら高昌故城を中心として発掘調査を行なった第 1次ドイツ隊の将来にかかる.これ

以外のTextsB,D,Eについては具体的な出土地を知り得ないが,いずれもドイツ探検隊により将来

されたものであり,広義のトウルフアン地域から出土したことは確実である.文書の出土地は本来の

作成地域と近接すると考えられるので,この点でもTextsA-Fはほぼ共通するといえる.

以上の諸点から,TextsA-Fの6件が同一の歴史的背景のもとで作成 ･発行されたことは明瞭であ

る.そこで筆者は,この6件の供出命令文書を,頻出する供出負担者名にちなんで ｢ヤリン文書｣と

総称することを提案する.

2.文書の年代

6件のヤリン文書はいずれも草書体で書かれ またnoy'l'n(<mO.nOyan),taru†a(<mO.daru†a),
area(<mo.area)などのモンゴル語起源の借用語[語註Alb;A4;E3]からも確実にモンゴル時代に比定
できる 4̀'.

さらに,TextsA,Bの'l'ty'11yanabi邑ineay｢犬年再 (-閏)五月｣という年月表記は,より具体的に

至治2年壬成(1322)閏5月に比定することができる[語註Ala].これを基準とすれば,TextEの｢猿

年｣･TextsFの ｢羊年｣についても,最も近接する年代として延祐7年庚申 (1320)･延祐6年己末

(1319)をそれぞれ提示できる (ただし,12年周期の誤差を考慮する必要は残る).TextsC,Dは年月

日記載が破損映落しているものの,上述したようにTextsA,B,Eと同一の公権力者集団によって発

行されている以上,その年代が大きく離れる可能性は低い.すなわち,ヤリン文書は全体として西暦

1320年前後に比定されるべきものと筆者は考える.

t4-ゥィグル文書の時代判定の指標については森安 [1994,pp.63-83]を参照.
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3.歴史学的考寮 - チャガタイ=ウルス支配期文書との比較検討-

さきに筆者は,漢文 ･ベルシア語編纂史料に基づく諸先学の成果を整理し,またトウルフアン地域

発現のチャガタイ-ウルス (ea†atai-ulus)発行モンゴル語文書の年代を勘案して,チャガタイ-ウルス

によるウイグリスタン実効支配の開始時期を西暦 1320年代後半から1330年前後に設定した.その上

で,チャガタイ-ウルスの権威を奉じる共通の公権力者集団により発行された15件のウイグル文供出

命令文書群を ｢クトルグ印文書｣と総称し,その発行年代を西暦 1357年を中心として 14世紀中葉に

比定した [松井 1998b,pp.7-11]..また,やはりチャガタイ-ウルス支配下で発行されたウイグル文供

出命令文書2件にも検討を加え.その年代を西暦 1349年に比定した [松井2002,Tex【sA,B].

一方,本稿での考察の結果,ヤリン文書6件は1320年前後に比定された.すなわち,ヤリン文書は,

明らかにチャガタイ-ウルス支配期に属する既公刊の計 17件の供出命令文書よりも,時間的に先行す

ることとなる.そこで本節では,これら両文書群について比較検討し,歴史学的な考察を加える.

(1)形態的特徴の比較検討

まず,文書に捺された印章の形態的特徴 ･捺印方法･個数に着目すると,両文書群には下記のよう

な対照的な相違が看取できる.

◎チャガタイ-ウルス支配期の供出命令文書

印の形状 :方印ないし円印.

印寸 :方印であれば約2.5-3.0cm四方,また円印であれば直径3.0cm前後.

即文 :バクパ字 ･ウイグル字やブラーフミ一字で解読できるもの,またはこれらの文字を変形 ･図

案化したものが多い-5'.さらに,双葉状の ｢チャガタイ紋章｣も頻繁に用いられる [松井

1998b,p.れ

個数 :1,2個の場合もあるが,3個以上捺される例が17件中8例 (松井

1998b,Texts1,7,9,10,ll,13,14,松井2(氾2,TextB)あり,最大では6個

にのぼる例がある (松井 1998b,Texts9,14).

捺印位置 :文書末尾の行頭から捺される (右模式図A参照).また捺印者が複

数の場合,しばしば彼ら相互の序列が意識される [松井 1998b,pp.5-6]. 模式図A

◎ヤリン文書

印の形状 :方印もあるが,長方形印ないし楕円形印もみられる.

印寸 :方印では 1.7-2.0cm四方,長方形 ･楕円形印では短辺 1.2-1.5cmに長辺 2.0cm前後.す

なわち,チャガタイ-ウルス期の供出命令文書に捺される印章よりも小寸である.

し5)松井1998b,pp.3-4;松井2002,pp.107-108.なお.クトルグ印Eのバクパ字銘文で筆者がeiTLと靭字した部分は,
吉池孝一r20Wa,pp.113-116;20Wb,p.1481に従ってjinと訂正すべきである.また,吉池はクトルグ印Dの印文
をバクパ字gei<chin.吉と解読する案を提示している [吉池2(XX)a,pp.1111112].
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印文:漢字印文をもつ印章Cは例外的で,単なる図像的･幾何学的紋様が多い.

また ｢チャガタイ紋章｣はみられない.

個数 :すべて2個.3個以上捺される例はない.

捺Ell位置 :文書末尾のbirzih｢与えよ.供出せよ｣という命令文言に重なる形
で捺印される (右模式図B参照).すなわち命令文言が文書末尾行頭に

くれば行頭に,文書下端にくれば下端に捺される 佃'.

さらに,チャガタイ=ウルス期の供出命令文書には,｢聖なる語｣を行頭に配し続く2-3行の行頭

を下げて敬意を示す ｢チャガタイ式敬意表現｣が散見した [松井 1998b,pp.6-7;上掲模式図A,lines

3-5を参照].しかし,ヤリン文書のTexttI(line5)では,有力な将相と思われるtumかトnOy'l-n｢万戸長｣
[語註Alb]に対して,｢チャガタイ式敬意表現｣ではなく,他の行頭よりも高い位置に配すること (拍

頭)で敬意を表現している.すなわち,チャガタイ-ウルス支配期文書とヤリン文書の間には,敬意

表現に代表される書写上の体例にも相違がみられるのである.

(2)書式の比較検討

すでに筆者は,チャガタイ-ウルス支配期文書も含めたウイグル文供出命令文書について,(1)十二

支獣紀年 ･月日,(2)物件供出の理由･目的,(3)供出物件とその数量,(4)供出負担者,末尾の(5)命令文

言,の5項目を共通する定型的書式として抽出している [松井 1998a,p.032;松井 1998b,pp.ll-13;松

井 2002,pp.94-100].そこで,ヤリン文書6件についても,和訳を記載項目ごとに分解して提示し,

上述の書式との整合性を検証する.丸数字は原テキストの行数を示す.

TextA

①犬年再 (-閏)五月二十日に.

万戸長に与えるべき6(着の)②騎乗用上着,万戸長の文書によって

ビュリュンギュティに与えるべき3(着の)③騎乗用上着,

合計これだけのうち,

ヤリン,オグリュンチ,ブルハン-オグリが

1(着の)④騎乗用上着を

調達して,キタイ-ダルガに供出せよ.

TextB

①犬年再 (-閏)五月二十日に.

(2)供出目的 ･(3)供出物件と数量 (総量)

(4)供出負担者

(3)実際の供出物件と数量

(5)命令文言

(1)年月日

(○'ただしTextCでは,line4の命令文言birziin｢供出せよ｣に重ねる形でEr]毒が捺されるものの,line6の命令文
言birziin｢供出せよ｣には捺印がない.Line4のar]-m-ta以降のテキストは.行間もやや狭くなっており.捺印
された後に追加された可能性がある.このような捺印後の追記の例は ｢クトルグ印文書｣にもみられる [松井
1998b,pp.23,34-35].
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②キタイ-ダルガ,ビュリュンギュティ使臣たち③への,駅砧通行用の

8 (頭の)駅伝④馬,1(人の)馬夫 (となる)人,また⑤万戸長に与えるべき

3 [石の]⑥麺粉,キタイ-ダルガに与えるべきロ⑦石の麺粉,

ビュリュンギュティが受領 [して]⑧行くべき3 (着の)騎乗用上着,

(2)供出目的･(3)供出物件と数量 (総量)

(4)供出負担者

合計これ [だけのうち]

⑨ヤリン,オグリュンチ,ブルハン-オグリが,

ロ (頭の)⑩駅伝馬 ･5斗の麺粉,

騎乗用上着の⑪代価 (である)4幅広棉布を

⑫あわせて調達して供出せよ.

(3)実際の供出物件と数量

(5)命令文言

TextC

(∋----------･-･10･--･

②斤の棉糸のうち, (3)供出物件と数量 (総量)

ケルシン,--,③ヤリンが (4)供出負担者

1斤の糸を, (3)実際の供出物件と数量

調達して④巻き取らせて (?)供出せよ. (5)命令文言

アリム税として(9至った (-賦課された) (2)供出目的

3斤の棉花のうち, (3)供出物件と数量 (総量)

⑥ 1斤の棉花もまた供出せよ. (3)実際の供出物件と数量 ･(5)命令文言

(1)年月日

TextD

① [ロ年第口月□日]に.

テミュル-ブカの,染色用のリュクチュング

(aHHH------染色用の2棉布のうち

ケルシン,ヤリン

@････････日日･･････

供出せよ.

(3)供出物件と数量(総量)

(4)供出負担者

[(3)供出物件と数量]

(5)命令文言

TextE

(∋猿年第七月初 (旬の)二日に.‥日.日日.

----②旅行用食糧のための2斗の麺粉を,

ケル [シン]---

(参10斤のトショウも供出せよ.

1･--･･---･----
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(1)年月日

(2)供出目的 ･(3)供出物件と数量(総量)

(4)供出負担者

(3)供出物件と数量 ･(5)命令文言



TextF

①羊年第九月二十八日に..‥‥‥.‥

----②マチャル使臣に与えるべき

7厚手綿布のうち

ケルシン,ヤリ [ン]--･-･

(参 [調達して]供出せよ.

(1)年月日

(2)供出目的

(3)供出物件と数量(総量)

(4)供出負担者

(5)命令文言

テキストが大きく破損映落しているTexlsC-Eをも含め,ヤリン文書6件も,①冒頭に年月日記載

が記され 末尾に命令文言が記される,②万戸長 (ttim盆nnoyh)･ダルガ (taru†a)･使臣 (ilei)などの

公権力者やアリム税 (alTm)などの公的賦課が供出目的として言及される,③物件の供出先となる人

名や供出物件の用途が詳細に記される,④実際の負担額以外に必要総額などまで記されるなど,その

他の供出命令文書と共通する特徴をそなえていることが判明する[cf.松井2002,pp.97-98].すなわち,

文書の書式の上では,チャガタイ-ウルス支配期の供出命令文書とヤリン文書との間に相違はないと

いえる.

(3)小結

本節 (1)項での検討からは,ヤリン文書6件にはチャガタイ-ウルス支配の影響を示す特徴が全

く看取されないといえる.この事実は,ヤリン文書が作成 ･発行された西暦 1320年前後の段階では

チャガタイ-ウルスの権威 ･影響力がウイグリスタンの公権力者集団に全面的には及んでいなかった

ことを示しており,チャガタイ-ウルスのウイグリスタン実効支配が西暦 1320年代後半から1330年

前後に本格化したとする筆者の所論 [松井 1998b,pp.9-10]を補強するものである.

一方,(2)項での検討からは,チャガタイ-ウルス期文書群とヤリン文書とは共通の定型的書式を

有していることが確認された.一般に,行政命令文書 ･公文書における定型的な書式は,文書を作成

し機能させている文書行政システムの体系性を反映するものとみなせる.筆者は前稿 [松井2002,pp.

94-106]で,供出命令文書の書式の共通性に依拠しつつ,ウイグル文供出命令文書をめぐる行政末端

の物件供出-徴税システムの再構成を試みた.ただし前稿ではモンゴル時代 (13- 14世紀)という

時間枠を設定したのみで,ウイグリスタンをめぐる政治史的変動の影響を考慮に入れなかった.しか

し,チャガタイ-ウルス支配の確立という政治史的画期を隔てる複数の文書群の間で書式の共通性が

確認されることは,前稿で再構成したような供出命令文書による徴税システムがモンゴル時代を通じ

てほとんど変更なく踏襲されたことを示す.換言すれば,本稿の考察により,前稿の分析結果はモン

ゴル時代を通じて有効であることが確認されるのである.

おわリに

本稿では,管見のウイグル文供出命令文書のうち,ごく限られた数の文書群を対象にしたものでは

あるが,筆者のこれまでの分析結果と,そのモンゴル時代を通じての有効性を再検証 ･再確認するこ

とができたと考える.文書の包括的な校訂テキスト公刊作業とともに,個々の文書 ･文書群の相違点
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を歴史学的に考察することは,今後とも重要な課題であり,果たすべき責めとしたい.

テキスト･訳註

TextA U5283V(TM70日BBAW]

[解説]犬年 (1322)閏5月20日付,騎乗用上着 (olpaq)供出命令.

[研究]m v【178/29];Zieme1975,p.333,n.9.

[備考]26.5x6.5cm.Ocre～Ocrefonc6.完.渡き縞のない均質な上質の紙.現在は台紙に貼付 (サン

ドイッチ)保存.公印Bの下に長方形印 1個 (1.2x1.8cm).漢文仏典 『大般浬紫綬』(『大正新情

大蔵経』vol.12,No.375,p.72la,7-ll)紙背の二次利用.

1 'llty'llyanabi邑ineayygrmik畠tdmannoyln-qabirg由alt'1'

2 0lpaqtOmannoyln-n'llngbitigibirlab由rhg叫畠y-k畠birgO臼C

3 olpaqbirはmunea-tayal'l'nogrheburxanoYlll'birolpaq

4 btidむむpq'1'daytaruYa-qabirz由n

l 犬年再 (-閏)五月二十日に.万戸長に与えるべき6 (着の)

2 騎乗用上着,万戸長の文書によってビュリュンギュティに与えるべき3 (着の)

3 騎乗用上着,合計これだけのうち,ヤリン,オグリユンチ,ブルハン-オグリが1(着

の)騎乗用上着を

4 調達して,キタイ-ダルガに供出せよ,

[語註]

Ala,ll'tyilyanabi差ineay:Y'N'=yana｢再び｣は一見すると具格助詞 -'l'nともみえるが,yal'l'n(line

3)の語末の -YNと比較すると字間がやや大きく,また後半部の字間はolpaq(lines2,3),taruya(line

4)の語末の -'X～-X'とほぼ等しい.文脈から,本処のyanaはuig.乏血 (<chin.閏)[松井 1998b,

pp.14-15;松井 2002,p.107]と同じく閏月を示すものとみなし得る 7̀'.モンゴル時代のウイグリス

タンの暦は,原則的には政府発行の暦-授時暦に従っていたと考えられる【Bazin1991,pp.245-246,

306-307,313-315,322;cf.松井 2002,p.107].そこで 13- 14世紀の中国暦および授時暦中に ｢犬年間

五月｣を求めると,至治2年壬成 (1322)閏5月が対応する.

Alb,t由m岳nnoy'l'n:<mO.拍mennoyan｢万戸長,万人隊長｣.Mo.noyan>uig.noy'l'nの借用については

拙稿 [松井 1998b,pp.32-33]を参照.TextB(line5)にも現れ この両者は明らかに同一人物である.

Mo.抽men～tti.tiiman(>pers.tQm豆n)は本来 ｢万,10M ｣を示す数詞であり,転じて1万人の兵士

を供出する遊牧民の軍事編成単位を意味し,さらに定住地域にも行政単位 ･税役徴発単位として導入

された.最近,川本正知は,14世紀以降の西トルキスタンだけでなくイラン･雲南 ･チベット･ロ

(7'ちなみに吐蕃期の教壇漢文文献にも,｢後八月｣｢後五月｣｢後三月｣など,｢閏｣ではなく｢後｣を用いて閏月
を示した例がある [池田1990,Nos.1024,1025,1032,1046].

58



シアの諸地域の状況をも通観して.定住民徴発単位としてのmo.帖men～pers.tQm豆n｢万戸｣が第4代

皇帝モンケ (M6ngke,r.1251-1259)治世に帝国各地に設定されたとしたが [川本 2(X札 pp.38156].東

トルキスタン～ウイグリスタン地域に関しては史料に基づく検証を充分に加えなかった.しかし.モ

ンケ治世のウイグリスタンでも,その他のモンゴル支配下地域と同様,戸口調査と十進法的住民組

織 (千戸 ･百戸)の編成が施行されているから [松井 2002,pp.87-92],千戸の上位の単位として万

戸が設定された可能性がある.また,本処およびTextBの佃m益nnoy'1'n｢万戸長｣の他にも,世襲職

としてのthlanb益gi～佃manb盗gi｢万戸長｣という称号がすでにウイグル語文献中に確認されている

【BTrXIII,Text49;Zieme1992,pp.54-56;cf.松井 2002,p.112].同様に,BBAW 所蔵のウイグル語文

書断片chJU7353V(TII1480)にも,莱 (日 (…)tin)･プンニヤシリ(punya芭iri <skt.puDya孟ri)･ウトパ

ラム (Udpal-am<skt.utpal-?)という3名の万戸長 (佃manbagi)がみえ,支出リスト様文書U4845(≡

松井2002,TextD,line4)には佃m益naqa｢万戸長殿｣という表現もみえる.周知の通りto.bag(>bag-i

～bagi)とmo.noyan とはしばしば互用されるから【e.g.TMENII,p.399],以上のモンゴル時代のウイ

グル語文献中にみえる仙m盆nnoy'l'nと佃manb盆giは明らかに同一の称号 ･官職をさす.さらに 14世紀

末～ 15世紀初頭のウイグリスタンには,カラホ-ジャ (Qara-Qoeo>chin.吟刺火州)･トウルフアン

(Turfan>chin.吐魯番)･リュクチュング (L此ehg～L比ein>chin.柳城～柳陳)の土着ウイグル人3

勢力が割拠しており,そのうちトウルフアン･リュクチュングの支配者はそれぞれ ｢万戸｣と称して

いた 仰 . 『明史』巻329･西域伝 ･土魯番 (Tu血n)の条によればトウルフアン万戸はモンゴル支配下

で設置されたというから,リュクチュング万戸の設置も同時期と推測される.以上から,筆者は,川

本 【2000]の指摘を敷宿して,モンゴル支配下のウイグリスタンにも定住民徴発単位としての万戸が

編成されていた蓋然性が高いと考える.ウイグル語文献にみえる仙m盗nnoyll'n～仙manbagiは,この万

戸 (tom盆n)を管轄する長官であろう.

ところで,本処の文言からは.後続するビュリュンギュティ (BOrting叫畠y)という人物への物件供

出が ｢万戸長の文書によって (拍mannoy.l'n-n'1'ngbitigibirla)｣命令されていたことがうかがえる.ウイ

グル文供出命令文書の書式の大きな特徴として,文書の作成 ･発行者や命令権者が書式上では明記さ

れないことがあげられる 9̀).本処の記述は,供出命令文書の作成 ･発行過程,さらには文書行政シ

ステムの構造を解明する上で重要であり,別稿であらためて詳論する予定である.

A2a,olpaq:>mo.olbu†-pers.ulpaq.TextB(lines8,10)およびBBAW所蔵の収支リスト様文書chN

7345(line9)[cf.Raschmann1995,Nr.66]にも在証される.Doerferはモンゴル語 ･テユルク語 ･ベルシ

ア語の諸例を ｢冬季の騎馬用の丈の短い棉入りの上着 (kurzewattierteJackefiirWinterreisenzuPferde)｣

と総括する【TMENII,pp.111-112,Nr.527].しかし本文書は閏5月付であるから,冬季用と限定す

(8'『明太宗実録』永楽5年 (1407)4月丁酉 ｢吟剰火州王噴散 (Hasan)･吐魯番寓戸要因帖木見 (say.I.n-T畠m山･)･
柳陳城寓戸瓦赤刺(vajra)等,倶遣人員玉嘆等物,悉賜砂･寓･襲衣｣;永楽 11年 (1413)11月辛丑 ｢別失八
里(Bi昌一Bal'1'q)王烏合麻(M巾ammad)･吐魯番寓戸案囲帖木児･柳陳寓戸観音奴(Qan'1'mdu)等,倶遣使従給事中
博安等貢名馬･海青,賜棄其使有差｣;『明宣宗実録』宣徳5年 (1430)12月丁亥 ｢柳城寓戸阿黒把失(*Aq-Bays)
等十六人来朝｣.これら15世紀初頭トウルフアン地域のウイグル人士着勢力については,間野 [1964,pp.8-121
および堀[1975,pp.13-221を参照.

'9'現時点で知られているウイグル文供出命令文書で発行責任者が明記されるのは3Kr29b(=USp123)のみである
[cf.松井2002,p.1041.
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る必要はない.本処ではmo.olbu†のHhabilementqu'onForteseulementachevallorsq'onvaenvoyage;

camisole''[KowalewskiI,p.407]という解釈に従い ｢騎乗用上着｣と訳す.

A2b,b血rting叫ay:buyrgud'1'-bOrtgBdiという解読案を提示しつつ官職名 ･称号と考えたziemel1975,

p.333]には従えない 1̀0). TextB(line2)ではilei｢使臣｣の称号を伴うから人名とみなすべきである.

ベルシア語史料でBurunkitay～BQrhkt豆y～BQrB(n)ktay,漢文史料で不憐吉夢～卜憐吉夢～ 卜鄭吉帯～

卜鄭吉台と表記されるものと同じ人名であろう.

A4,q印ay!aruγa:qll'day～q'l'tay>perS.bitay～chin.契丹～乞台.q'l'tayは地域名称としての ｢キタイ,

漢地 (北中国)｣さらには ｢キタイ人 (の),漢人 (の)｣を表わす場合もあるが【sUK2,p.276],本

処では漢文史料で乞台･乞帯･乞夕と転写される人名とみる.laru†a/taruyae'1'<mO.daru†a/daru†aeiは,

周知の通り,モンゴル権力が占領地域に派遣する ｢総督,代官,目付,監視官｣である.

TextB Ch凡J7370V(TII1035)lBBAW]

[解説]某犬年 (1322)閏5月 20日付,駅伝馬 ･麺粉 ･棉布供出命令.Raschmam 【1995,p.145]が ｢旅

行許可証 (Reisetxgleitschreitxn)｣とするのは訂正すべき.

[転写]Raschmam 1995,p.145,Nr.67(linesll-12).

[研究]zieme1975,p.333,n.9;Raschmann1995,pp.47,86187;松井 1997,p.113.

[備考]15.5x16.0cm.Ocrefbnce一Ocre.上端完,左 ･下一部映.漉き縞のない上質の紙.現在はガ

ラス保存.方印 (2.Oxl.7cm)1個,長方形印(1.2xl.8cm)1個.漢文印刷仏典 『大般若波羅蜜多

経』(『大正新傾大蔵経』vol.5,No.220,p.782C,9-16)紙背の二次利用.

1 'l'ty'1'lyanabi芭ineayygrmik畠

2 qidaytaruYab山'臼ng叫畠yilEi-1arl

3 -k畠yam-qabaryus畠kizat

4 ula†birula†一己'llki芭iyana

5 tOmannoy'l'n-qabirgiiOe芭iy

6 minq'l'daytaru†a-qabirg臼(.)【]

7 sl†minbOrung叫ayalJ'p

8 baryuuEolpaqbilamunea-ta

9 yal'l'n6gr也neburxano†1'l'[ ]

10 atula†bi芭kOriminolpaq

11 yantudtarty批izl泊z

l2 bilabudOrupbirz臼n

(10)ziemeLJ1975]が本処のburhg由diyと関連づけたウイグル文書断片 U6026のbuyrgud.l'-bdrtgOdiは,後に
purokidi(<skt.purohita)｢帝師 ;近臣｣と改められている【Kudara&Zieme1995,pp.67-69].
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1 犬年再 (-閏)五月二十日に.

2 キタイ-ダルガ,ビュリュンギュティ使臣たち

3 への,駅砧通行用の8 (頭の)駅伝

4 馬,1 (人の)馬夫 (となる)人,また

5 万戸長に与えるべき3 [石の]

6 麺粉,キタイ-ダルガに与えるべき□

7 石の麺粉,ビュリュンギュティが受領 [して]

8 行くべき3 (着の)騎乗用上着,合計これ [だけのうち]

9 ヤリン,オグリュンチ,ブルハン-オグリが,□ (頭の)

10 駅伝馬 ･5斗の麺粉,騎乗用上着の

11 代価 (である)4幅広棉布を

12 あわせて調達して供出せよ.

[語註]

Bl,ity'Ilyanabi差in～ayygrmik畠:語註Alaを参照.

B3,yam:～mo.jam｢駅砧｣.明代の 『高昌館訳語』にはuig.yamqa>眼喰 (<pers.y豆mbana)/chin.

駅砧という対訳例があったが,ウイグル語世俗文書の在証例はこれまで確認されていなかった[Ligeti

1966,p.279;ED,p.933].筆者が知り得た限りではBBAW所蔵のCh〃 6107V(line5)にも在証される.

B3-4,S独izatulaY:Raschmannl1995,pp.86-87]は本処をsakizonulaγ｢80頭の駅伝馬｣としたが,辛

形は明らかに'WN-onではなく=Tである [松井 1997,p.113].

B5,tdm盆nnoy'I'n:語註Alb参照.なお,本処では明らかに拍頭による敬意表現が加えられている.

B6:文脈からみて,行末の映落部には数詞があったものと推測される.

87-8,art-pbatYu:alll'pはその他の在証例 (e.g.U5288=松井 1998b,Text4,line3)から補う.

B8,mun～a-ta:行末映落部はTextA(line3)との比較から補う.

B9:文脈からみて,行末の映落部には次行頭のatulaγ｢駅伝馬｣の頭数が記されていたと推測される.

B10-ll,01paqyantuqtartyatizb62:yatiz(-yitiz)b6Z｢幅広棉布｣は,通貨的に使用される棉布の

規格を示す表現と考えられる[cf.Raschmann1995,p.47].Line9以降に記載される実際の供出物件の

うち,本処のolpaq｢騎乗用上着｣については具体的な数量が記載されていないので,おそらくt6rt

yitib6Z｢4幅広棉布｣によりolpaq｢騎乗用上着｣が代納されるものと思われる 1̀1㌧olpaqに後続する

yantud～yantut(-yanut)は…Somethinggiveninretumfororinplaceof"の意[ED,p.946]であるが,ここ

では ｢代価｣と試訳しておく.なお,yantut-yanutについては別稿を準備中である.

t11'本文書全体の内容を ｢使節 (ilEi)たち･所要の80頭の駅伝馬 ･馬夫に支払われる料金が記される.まさに支

払われるべきyiti(sic!)yitizb6zF7 [4の誤り]幅広棉布』という額がそれに関係するかは明瞭でない.単に,
この額は返済 (yantut)に関して支払われると言及されている｣とするRaschmannl1995,pp.86-87]の解釈も改め
られるべきである.
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TextC Ch/U6954V(TIIT1330)【BBAW]

[解説]年月日不明,棉糸 ･棉花供出命令.

[研究]YamadaXII,p.498.

[備考]トヨク出土.13.6x8.6cm.Chamoisα-Chamoisclair.左端映.漉き縞のない中上質の紙.覗

在はガラス保存.印章A･印章Bあり.漢文仏典 (内容未同定)紙背の二次利用.

【missing]

1 【 ]on【

2 badmanb6zy'l'p-'1'ntak注rsinl

3 yal'1'nbirbadmany'l'pbiitiirOp

4 tiir喜dipbirziinal-1'm-qa

5 tgmi喜臼ebaqmankapaz-ta

6 birbadmankapazm一abirziin

[前 映]

1 ---------- - - 10- - -

2 斤の棉糸のうち,ケルシン,- - - -

3 ヤリンが1斤の糸を,調達して

4 巻き取らせて (?)供出せよ.アリム税として

5 至った (-賦課された)3斤の棉花のうち,

6 1斤の棉花もまた供出せよ.

[語註]

C2a:baqman:chin.斤に相当する重量単位 [松井2002,pp.111-112].

C2b,b6zyip:周知のようにtkizは ｢棉布｣,y'1'pは ｢糸,紐｣を意味するが,本処ではtkizy'1'pと熟

して ｢棉糸｣を意味している.

C2C:行末の映落部には供出負担者名が書かれていたものと推測される.

C4a,tdr善dip:字形はTYWRSDYP～TYWRXDYPであり,文脈からは動詞の連用形と推定される

が,適当な動詞語幹を見出せない.ここではTWYRSDYP=tiir喜dipの誤記とみなし,V.*tiir蓋d-は

V.tor-…torollupHの協同形V.tiirti喜一【ED,pp.530,554;CTD2,p.12]にさらに使役助動詞-d-が接続した

ものとみて ｢(棉糸を)巻き取らせる｣と試訳するが,疑問が残る.専家の示教を乞う.

C4･5,aHm-qatgmi 差:al-1'mの原義は ｢負債｣であり,契約文書ではbirimal'1'm と熟して ｢税,租税｣

を意味する例が頻出する【ED,pp.145-146;UW 1,pp.92-93;SUK2,p.239].本処ではal'11m単独で ｢ア

リム税｣と訳しておく.本処で ｢アリム税に至った｣というのは,後続する ｢3斤の棉花｣が ｢アリ

ム税として賦課された｣ことを示すものと解釈する.また,本稿脚注(6)も参照.
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TextD Ch/U6910V(TII1408)【BBAW】

[解説]年月日不明,棉布供出命令.

[転写]Raschmann1995,p.140,Nr.59.

[研究]Raschmann1995,p.39.

[備考]13.5x7.0cm.Beige-Chamoisα.上端映,下端･右端完,左端完?漉き縞のない中上質の紙.

現在はガラス保存.印章A･印章Cあり.漢文仏典 『俳説未曾有因縁経』(『大正新傾大蔵経』vol.

17,No.754,p.583a,16-18)紙背の二次利用.

【

ー

1

1

2

っJ

]-qatm臼rbuqa-n'l'ngtx)duyulOkeぷng

]boduyuikitWz-tak益rsinyaJ.l'n

]bL.rZ臼n

1 [□年第□月□日]に,テミュル-ブカの,染色用のリュクチュング

2 ------･--･染色用の2棉布のうち,ケルシン,ヤリン

3 ･-----･---供出せよ.

[語註]

Dla:オモテの漢文仏典の残存状態から,本文書の本来の縦寸はおそらく現存の2倍程度と推測さ

れるから,冒頭の映落部に年月日が記載されていたと考えてよい.

Dlb,boduyu:txxlu-は ｢染色する｣の意【DTS,p.107;ED,p.300;Raschmann1995,p.39].
DIc,liik～ting:<chin.柳中.唐代以来のトウルフアン盆地の主要城市の1つ.語註Albも参照.

TextE Ch/U7213vlBBAW】

[解説]猿年 (1320?) 7月2日付,麺粉 ･トショウ供出命令.

[研究]BTTXIV,p.58.

[備考]13.4x5.0cm.Chamoisα-Beige.下端映.漉き縞のない均質な中上質の紙.現在はガラス保存.

印章A･印章Cあり.漢文仏典 『妙法蓮華経』(『大正新傾大蔵経』vol.9,No.262,p.57C,ト3)紙背

の二次利用.

1 bieiny'11yitineayikiyang'l'qaYYl

2 yolazuq-1uqikik由riminkarsinl

3 onbadmanaream一畠birziinbir(.)[

1 猿年第七月初 (旬の)二日に.--･----･- ･--

2 旅行用食糧のための2斗の麺粉を,ケル [シン]-- ･

3 10斤のトショウも供出せよ.1-･---･--･--･-
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[語註]

E2a,yolazuq･Iuq:azuqだけでも ｢(旅行用の)食糧,携帯食料｣を意味するが【ATG,p.323;TMEN

II,pp.56-57,Nr.475;DTS,p.73;ED,p.283;UW 5,p.327],本処ではyol｢道 ;旅行｣【ED,p.917】と熟

して明確に ｢旅行用の食糧｣を示している.接尾辞 lluq/-1Okは ｢～用の,～のための ;～に予定さ

れた,配分された｣を意味する【oTWF,pp.121-131;森安 1992,p.47】.

E2b,k岳rsin:文書の破損のため前半のK'RLか残されていないものの,TextsC,Dとの関係から,

この供出負担者名を復元する.

E3,aria:｢トショウ,相真｣.本処では薬用品としての供出を命じたものと推測される.本来の

古テユルク語で ｢トショウ｣を意味するのはartueであり,この形式は11世紀のカーシュガリー

(MabmQdal-K云三gari)の 『テユルク語辞典 (DL-wa-nluiLital-lurk)』にまで遡って在証され,ウイグル語

文献にも散見し,明代の 『高昌館訳語』にもuig.ardue/chin.楢という対訳例がみえる【CTDI,p.127;

ED,p.204;Ligeti1966,p.131].一方,現代テユルク諸語にはareaの形式が頻見するが [wbI,p.323;

TMENII,pp.28-29,Nr.448;Schwarz,p.22],ウイグル語文献では本処が初例となる.ただしテユルク

諸語のareaはmo.area｢トショウ,相真｣の借用と考えられており【ED,p.204･,TMENII,pp.28-29,Nr.

448;cf.KowalewskiI,p.161;Lessing,p.50】,すでに 『元朝秘史』巻3･葉22裏 (§116)にもmo.area>

阿舌児察/chin.栢木という対訳例が在証される.なお 『至元訳語』草木門にもchin.栢樹/mo.阿刺孫

という対訳例がみえ,Karal1990,p.283]はこの阿刺孫を阿刺察 (<mo.area)の誤記とみなしている.

TextF MIKIII6972(b+C)(TIα)【MIK]

[解説]某羊年 (13197)9月28日付,棉布供出命令.

[備考]高昌故城内の寺院祉α出土.b断片は7.5x2.7cm,C断片は6.Ox1.8cm.Chamoisclair.上端 ･

左端完.樹皮利用.現在はガラス保存.b断片の下に C断片がほとんど隙間なく接合する.現存部

には公印なし.

1 qoyny'1'ltoquzuneays盃kizotuz-qal

2 maearile-k盆birg臼yitiqal-1'nb(ヲZ-ほkarsinya血 【

3 bdt血rOpbirz血nl

1 羊年第九月二十八日に.---･-------------･-----

2 マチャル使臣に与えるべき7厚手棉布のうち,ケルシン,ヤリ [ン]--

3 [調達して]供出せよ.

[語註]

F2a,maモar:～pers.ma皇ar…AMagyar,aHungarianM【Steingass,p.1174].この人名はBBAW 所蔵の

ch〃 741lv(line5)にも在証される.

F2b,qahlbdZ:Raschmannl1995,p.53]に従って ｢厚手棉布｣と考える.
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F2C,yal')'n:文書の破損のため前半のY'LLか残されていないが,推補する.

語曇索引

al'l'm 負債 ;アリム税 (税目名称)C(M

aト 取る,受領する alTpBO7

alti 6,六 AOl
area トショウ,相真 EO3

at 馬 BO3,BIO

ay 月 AOl,BOl,EOl,FOl

azuq 食糧 EO2

bar一 行く baryuBO3,BO8

batman 斤 (重量単位)badmanCO2,CO3,CO5,

Cu,EO3

biein 猿,申 EOl
bila =birla
bir 1,- AO3,BO4,CO3,C(泊,EO3

bir一 与える,供出する birgiiAOl,AO2,BO5,
B(泊,FO2;birziinAO4,B12,C(叫,C(泊,DO3,

EO3,FO3

bi舶 ～と共に,～によって ;あわせて AO2,

AO3･,bilaBO8,B12

bi葺 5,五 BIO
bi喜ine 第五の AOl,BOl

bitigi 文書,証文 bitigiAO2

txxlu一 染色する txxluyuDOl,DO2

b6Z 棉布 Bll,CO2,DO2,FO2

buqa (人名)DOl

burxan (人名)AO3,BO9

biiriingiit豆y (人名)bti血Ig叫ayAO2,BO2,BO7

biitiir一 調達す る,満 たす biitiiriipCO3,FO3;

biidiiriipAO4,B12

daru†a ダルガ,総督,代官 taruYaA04,BO2,
Bu

'l't 犬,成 AOl,BOl

iki 2,二 DO2,EOl,EO2

ilei 使臣,使節 BO2,FO2

kap孟Z 棉花 CO5,C(泊

k岳rsin (人名)CO2,DO2,EO2,FO2

ki言i 人 BO4

kiiri 斗 (容量単位)BIO,EO2

1iikeiing (地名)DOl

macar (人名)FO2

m盆 また m-益CO6,EO3

mln 麺粉 B(泊,BO7,BIO,EO2

munca このような AO3,BOB

noy血 長官 ;ノヤ ン,遊牧貴族 AOl,AO2,
BO5

071'1' (̂ %)AO3,BO9

olpaq 騎乗用上着 AO2,AO3,AO3,BOB,BIO

on 10,十 COl,EO3

otuz 30,三十 FOI

ogrunc (̂ %)AO3,BO9

qal'l'n 厚い,厚手の FO2

qll'tay (人名);キタイ,北中国 qll'dayAO4,
BO2,Bu

qoyn 羊,末 FOI
sakiz 8,八 BO3,FOl

;'1'Y 石 (容量単位)BO5,BO7

tag一 至る tgmi喜CO5

tamiir (人名)tmiirDOl

toquzune 第九の FOl
t6rt 4,四 Bll

tiiman 1(カ(カ,万 ;万戸 AOl,AO2,BO5

tiir葺d一 巻き取らせる(?) tiirgdipC(M

ula† 駅伝馬,駄獣 BO4,BO4,BIO

ula†e'1- 馬夫 B(M

iie 3,三 AO2,BO5,BO8,CO5

yal'L'n (人名)AO3,BO9,CO3,DO2,FO2

yam 駅砧 BO3

yana また,再び ;閏 AOl,BOl,B(M

yang'l' (月の初旬を示す語)yang'1'qaEOl

yantut 返済,返報 ;代価 yantudBll

y益tiz 幅広の Bll

ygrm1 20,二十 ygrmik益AOl,BOl

y'111 * AOl,BOl,EOl,FOl

yTp 糸 co2,CO∃

yiti 7,七 FO2
yitine 第七の EOl
yol 道 ;旅行 EO2
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ReproducedbypermlSSLOnOfMuseumfurlndischeKunst(BerHn,Dahlem)

72




